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ロ 接続口径
イ 機種形番

ハ 流れ方向

抗菌・除菌コンビネーション

SFC307・SFC407-FP2 Series
●接続口径：Rc1/4～Rc1/2

仕様
項目 SFC307 SFC407

構成機器

① 抗菌プレフィルタ
SFC306 SFC406

② 抗菌高性能フィルタ

③ 除菌フィルタ SFC330 SFC430

使用流体 圧縮空気

使用圧力範囲� MPa 0.15〜1.0

耐圧力� MPa 1.5

耐差圧力� MPa 0.5

周囲温度・流体温度� ℃ 5〜45

ろ過度� μm 0.01（除去効率99.99%）

最大処理流量��注1� m3/min（ANR） 0.3 0.5

接続口径 Rc1/4・Rc3/8 Rc1/4・Rc3/8・Rc1/2

質量� Kg 0.96 1.61

標準装備品 ボウルガード

エレメント交換 1年（6000時間）または圧力降下0.1MPa
注１：最大処理流量以内で使用してください。この値は一次圧力0.7MPa時です。

●交換用エレメント単品形番
エレメント形番 抗菌プレフィルタ

エレメント
抗菌高性能フィルタ

エレメント
除菌フィルタ
エレメント形式名

SFC307 SFC310-ELEMENT SFC320-ELEMENT SFC330-ELEMENT

SFC407 SFC410-ELEMENT SFC420-ELEMENT SFC430-ELEMENT

イ  機種形番
S
F
C
3
0
7

S
F
C
4
0
7記号 内���容

ロ  接続口径
8 Rc1/4 ● ●

10 Rc3/8 ● ●

15 Rc1/2 ●

ハ  流れ方向
無記号 標準流れ（左→右） ● ●

X1 逆流れ（右→左） ● ●

形番表示方法

SFC307 X1 FP210

食品衛生法適合材料
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外形寸法図

抗菌・除菌コンビネーション

SFC 07-FP2 Series

ブラケット部の拡大図

ブラケット部の拡大図

※取付ねじは、ステンレス材使用

※取付ねじは、ステンレス材使用

外形寸法図
●�SFC307

●�SFC407

●アタッチメント
　T形ブラケット
　形番：SFB310-FP2

●アタッチメント
　T形ブラケット
　形番：SFB410-FP2

No. シリーズ名
① 抗菌プレフィルタ
② 抗菌高性能フィルタ
③ 除菌フィルタ

No. シリーズ名
① 抗菌プレフィルタ
② 抗菌高性能フィルタ
③ 除菌フィルタ
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ロ 接続口径

ハ 流れ方向

抗菌コンビネーション

SFC306・SFC406-FP2 Series
●接続口径：Rc1/4～Rc1/2

仕様
項目 SFC306 SFC406
使用流体 圧縮空気

使用圧力範囲� MPa 0.15〜1.0

耐圧力� MPa 1.5

周囲温度・流体温度� ℃ 5〜45

ろ過度� μm 0.01（公称値）

最大処理流量��注1� m3/min（ANR） 0.36 0.7

接続口径 Rc1/4・Rc3/8 Rc1/4・Rc3/8・Rc1/2

質量� Kg 0.62 1.06

標準装備品 ボウルガード

エレメント交換 1年（6000時間）または圧力降下0.1MPa
注１：最大処理流量以内で使用してください。この値は一次圧力0.7MPa時です。

イ  機種形番
S
F
C
3
0
6

S
F
C
4
0
6記号 内���容

ロ  接続口径
8 Rc1/4 ● ●

10 Rc3/8 ● ●

15 Rc1/2 ●

ハ  流れ方向
無記号 標準流れ（左→右） ● ●

X1 逆流れ（右→左） ● ●

形番表示方法

X1 FP210

●交換用エレメント単品形番
エレメント形番 抗菌プレフィルタ

エレメント
抗菌高性能フィルタ

エレメント形式名
SFC306 SFC310-ELEMENT SFC320-ELEMENT

SFC406 SFC410-ELEMENT SFC420-ELEMENT

イ 機種形番

SFC306

食品衛生法適合材料
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外形寸法図

抗菌コンビネーション

SFC 06-FP2 Series

外形寸法図
●�SFC306

●�SFC406

●アタッチメント
　T形ブラケット
　形番：SFB310-FP2

●アタッチメント
　T形ブラケット
　形番：SFB410-FP2

No. シリーズ名
① 抗菌プレフィルタ
② 抗菌高性能フィルタ

No. シリーズ名
① 抗菌プレフィルタ
② 抗菌高性能フィルタ

3
4

※取付ねじは、ステンレス材使用

※取付ねじは、ステンレス材使用
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ロ 接続口径

ハ 流れ方向

除菌フィルタ

SFC330・SFC430-FP2 Series
●接続口径：Rc1/4～Rc1/2

仕様
項目 SFC330 SFC430
使用流体 圧縮空気

使用圧力範囲� MPa 0.15〜1.0

耐圧力� MPa 1.5

耐差圧力� MPa 0.5

周囲温度・流体温度� ℃ 5〜45

ろ過度� μm 0.01（除去効率99.99%）

最大処理流量��注1� m3/min（ANR） 0.3 0.5

接続口径 Rc1/4・Rc3/8 Rc1/4・Rc3/8・Rc1/2

質量� Kg 0.28 0.52

標準装備品 ボウルガード

エレメント交換 1年（6000時間）または圧力降下0.1MPa
注１：最大処理流量以内で使用してください。この値は一次圧力0.7MPa時です。

イ  機種形番
S
F
C
3
3
0

S
F
C
4
3
0記号 内���容

ロ  接続口径
8 Rc1/4 ● ●

10 Rc3/8 ● ●

15 Rc1/2 ●

ハ  流れ方向
無記号 標準流れ（左→右） ● ●

X1 逆流れ（右→左） ● ●

形番表示方法

X1 FP210

イ 機種形番

SFC330

●交換用エレメント単品形番
エレメント形番 除菌フィルタ

エレメント形式名
SFC330 SFC330-ELEMENT

SFC430 SFC430-ELEMENT

食品衛生法適合材料
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流量特性・内部構造および部品リスト・外形寸法図

除菌フィルタ

SFC 30-FP2 Series

流量特性
●�SFC330� ●�SFC430

内部構造および部品リスト

No. 部品名
材質

SFC330 SFC430
1 プレートカバー 抗菌剤入りABS樹脂
2 ボディ アルミ合金ダイカスト（抗菌剤入り塗装）
3 Oリング フッ素ゴム（食品衛生法適合）

4 エレメント ポリプロピレン（食品衛生法適合）、ウレタン樹脂（食品衛生法適合）
透明ポリアミド樹脂（食品衛生法適合）

5 ボウル ポリアミド樹脂（食品衛生法適合）
6 ボウルガード 抗菌材入りポリアミド樹脂
7 ドレンコック 抗菌材入りポリアセタール樹脂

外形寸法図
●�SFC330� ●�SFC430
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除菌フィルタ・インラインタイプ

SFS10-FP2 Series
●接続口径：Rc1/4、Rc3/8
　　　　　　ワンタッチ継手φ8、φ10、φ12

流量特性
●�SFS10-H12H12
●�SFS10-1010

●�SFS10-H10H10
●�SFS10-88

●�SFS10-H8H8

仕様
項   目 樹脂タイプ ステンレスタイプ

SFS10-（※1）（※2） SFS10-（※1）（※2）-M
使用流体 圧縮空気、N2
IN側口径（※1） ワンタッチ継手φ8、φ10、φ12、

Rc1/4、Rc3/8から選択 Rc1/4、Rc3/8から選択
OUT側口径（※2）
耐圧力� MPa 1.5 2.25（圧縮空気）、1.5（N2）
耐差圧力� MPa 0.5
使用圧力� MPa − 0.095〜0.99 −0.095〜1.5（圧縮空気）、−0.095〜0.99（N2）
周囲温度・流体温度� ℃ 5〜 45
ろ過度� μｍ 0.01（除去効率99.99％）
処理流量� ℓ/min（ANR） 300〜400���注1

質量� kg
ワンタッチ継手の場合 ねじタイプの場合

0.5
0.15 0.11

組立・検査・包装 クリーンルームにて一貫生産
洗浄 脱脂洗浄
注1：1次圧力0.7MPa、圧力降下0.03MPa時の初期流量です。（接続口径により変化します。）

空気流量�m3/min(ANR)

MPa

0.30.20.10

0.05

0.04

0.03 0.03 0.03

0.02

0.01 0.01 0.01

0

圧
力
降
下

空気流量�m3/min(ANR)

MPa
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0.05

0.04

0.02

0

0.1MPa 0.1MPa 0.1MPa0.3MPa

0.3MPa 0.3MPa
0.5MPa

0.5MPa 0.5MPa0.7MPa
0.7MPa 0.7MPa

圧
力
降
下

空気流量�m3/min(ANR)

MPa

0.30.20.10

0.05

0.04

0.02

0

圧
力
降
下

●�交換用エレメント単品形番（エレメント1個、Oリング2個）
・樹脂タイプ用：SFS10-E　　・ステンレスタイプ：SFS10-E-M

機種形番

●�樹脂タイプ

注1：製品には取付けねじ（M3×40）、平座金、ばね座金が各2個添付されます

形番表示方法

IN側
管接続口径

イ
イ  IN側管接続口径
H8 φ8

H10 φ10
H12 φ12

8 Rc1/4
10 Rc3/8
ロ  OUT側管接続口径
H8 φ8

H10 φ10
H12 φ12

8 Rc1/4
10 Rc3/8

OUT側
管接続口径

ロ

H8H8 FP2 M FP2SFS10 SFS10
●�ステンレスタイプ（受注生産）

機種形番

88

IN 側
管接続口径

イ

OUT側
管接続口径

ロ

イ  IN側管接続口径
8 Rc1/4

10 Rc3/8
ロ  OUT側管接続口径

8 Rc1/4
10 Rc3/8

食品衛生法適合材料
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内部構造および部品リスト・外形寸法図

除菌フィルタ・インラインタイプ

SFS10-FP2 Series

●�部品リスト
番号 部品名 樹脂タイプ ステンレスタイプ

1 エレメント
ハウジング 透明ポリアミド（食品衛生法適合） ステンレス
フィルタ ポリプロピレン（食品衛生法適合）

ポッティング材 ウレタン樹脂（食品衛生法適合）
2 ボディ 抗菌材入りポリアミド樹脂 ステンレス
3 プラグ 抗菌材入りポリアミド樹脂 −
4 Oリング フッ素ゴム（食品衛生法適合） フッ素ゴム（食品衛生法適合）

5

カートリッジ継手
（接続口径φ8、φ10、φ12）

黄銅（ニッケルメッキ）
水素化ニトリルゴム（食品衛生法適合） −

アダプタ
（接続口径Rc1/4、Rc3/8）

アルミニウム
（アルマイト処理） ステンレス

●�ステンレスタイプ●�樹脂タイプ

内部構造および部品リスト

●�ステンレスタイプ

・Rcねじ（Rc1/4、Rc3/8）

・ワンタッチ継手（φ8、φ10、φ12）

●�樹脂タイプ

外形寸法図

接続形番 接続口径 A B
H8 φ8ワンタッチ継手 12 φ17.5
H10 φ10ワンタッチ継手 14.5 φ17.5
H12 φ12ワンタッチ継手 16 φ19.5
8 Rc1/4 11 −
10 Rc3/8 11 −

5 5

3

4

2

１3

5 5
4

2

１

3
9

40

取付ねじ（Ｍ3×40） 6
.6

4
−
3
.4

4−4.4
33

3
4

IN OUT

86

23

2
3

接続口径
Rc1/4
Rc3/8

A

接続口径
φ8
φ10
φ12

B

OUT側
接続口径
Rc1/4
Rc3/8

IN側
接続口径
Rc1/4
Rc3/8

73
95

OUTIN

2
3

23
φ4
0

A
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抗菌・除菌フィルタ
ジョイナセット

ディストリビュータ

●�形番：SFJ400-FP2

形番 適用機種 A B C D E 質量（kg）

SFJ400-FP2 SFC3※※シリーズ
SFC4※※シリーズ 21 44 32 M5 JIS�

B2401-P21 0.036

EA

B D

C

形番表示方法
SFD401 B31 FP200 8

形番選定に
あたっての注意事項

注1：�標準は、ジョイナセット（ジョイナ・
ボルト・Oリング）とガスケット1本
が添付されます。

注2：2方向への分岐はご相談ください。

記号 内���容
接続口径

8 Rc1/4
10 Rc3/8
15 Rc1/2

T形ブラケット
無記号 なし
B31 SFC3※※シリーズ
B41 SFC4※※シリーズ

接続口径イ

T形ブラケットロ

イ

ロ

●�SFD401-00-※-※-FP2

A 5
0

A

上面

31.5 接続口径
Rc1/4（8）
Rc3/8（10）
Rc1/2（15）

1
5

正面 断面 A-A

30

6
0

3
7
.5

組付方法

注1：�空気の流れに対し、1次側へ取付ける場合
は、Oリングを挿入、2次側へ取付ける場
合は、ガスケットを挿入してご利用くだ
さい。

注2：�Oリングやガスケットを挿入して組立てる
時は、Oリングやガスケットが、折れ曲
がったりしないようにご注意ください。

Ｔ形ブラケット

接続口

Ｏリング

ジョイナ

ガスケット

回路

外形寸法および使用例
配管アダプタセット

●�形番：SFA400-※-FP2

形番 接続口径 A B C D E（Oリング） F（ガスケット） 質量（kg）
SFA400-8-FP2 Rc1/4

20 6 50 45
JISB2401
P21
1本

1本 0.16SFA400-10-FP2 Rc3/8
SFA400-15-FP2 Rc1/2

F

E

CA
B

D
接続口径

※取付ねじは、ステンレス材使用

※取付ねじは、ステンレス材使用

※取付ねじは、ステンレス材使用
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除菌抗菌フィルタ

本製品を安全にご使用いただくために
ご使用になる前に必ずお読みください。
一般の注意事項及び製品個別の注意事項は、「空圧バルブ総合（CB-023S）」「空圧・真空・
補助機器総合（CB-024S）」をご確認ください。
なお、上記の総合カタログには飲料・食品などに直接触れる機器や用途への使用は適用外で
ある旨記載しておりますが、FP2シリーズはそのような用途でも製品仕様の範囲内である限
りにおいてお使いいただける商品です。

警告
■�抗菌フィルタは、内部のフィルタエレメントに付着
した菌に対し抗菌作用が働き、菌の増殖を抑制しま
す。流すエアそのものの減菌作用はありません。
　抗菌力を示す殺菌活性値は、弊社所定条件による
実力値となります。

■�除菌フィルタは、圧縮空気中にいる菌を除去及び減
少させますが、すべての菌を除菌するものではあ
りません。ろ過度以下のウィルス等は除去できま
せん。除菌力を示すLRVは弊社所定条件による実
力値となります。

■�この製品は産業用です。人命にかかわる装置、回路
には使用しないでください。

■�このフィルタは、圧縮空気内に存在するゴミ、菌を
取り2次側へ清浄な圧縮空気を提供するフィルタで
す。
　圧縮空気自体に抗菌・除菌機能を付加するもので
はありません。

■�次亜塩素酸ナトリウム、合成油、有機溶剤、科学薬
品、切削油、ネジロック剤、もれ検知液、熱水等
の雰囲気または付着する場所での使用はできません。
プラスチックボウル、透明ケースの耐薬品性の詳
細については、12ページを参照ください。

■�配管荷重トルク
片持ち固定の配管は、無理な力がかかり、破損の
原因となりやすいため避けてください。
〈コンビネーション、モジュールタイプ〉
ボディ及び配管部に配管荷重、又はトルクが、か
からないようにしてください。

設計時・選定時

■�使用回路・使用流体を確認ください。
フィルタ性能低下防止のため１次側にドライア、エアフィル
タ、オイルミストフィルタを取付け水分、油分を除去してく
ださい。

■�最高使用圧力、最高耐差圧力を超えて使用しないで
ください。
製品の破損、およびエレメントが破損するおそれがあります。

■�最大処理流量以上は流さないでください。
ろ過精度の性能低下、およびエレメントが破損するおそれが
あります。

■�アブソリュートフィルタ（絶対ろ過度）としては使
えません。
ろ過精度は仕様条件内で99.99％です。

■�IN側とOUT側の圧力差が0.1MPaを超える条件で
使用しないでください。
フィルタに急激なエア供給（二次側を大気開放でのエアブ
ローなど）をすると、除去効率が低下することがあります。こ
のような場合は、フィルタの IN 側に絞り弁を設置し、圧力
差が0.1MPa 以下になるようにしてください。

■�ドレンが多い場合
エアドライヤ、ドレンセパレータを除菌抗菌フィ
ルタの前に設置してください。
コンプレッサからのドレン過多の場合、高温多湿のエ
アは機器の寿命を短くしたり腐食の原因になります。

■�水潤滑方式のコンプレッサ回路の場合
塩素系物質などが、圧縮空気に混入しない様に、
注意してください。

注意

締付けトルク  N･m
50

エアドライヤ フィルタ オイルミスト
フィルタ

除菌・抗菌
フィルタ
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取付・据付・調整時

■�紫外線が直接照射する場所では使用しないでくだ
さい。

■�製品は矢印で流れ方向を確認の上、正しく接続して
ください。

■�メンテナンススペースの確保
保守点検に必要なスペースを確保してください。

■�使用する配管はフラッシング・洗浄を行なってく
ださい。
配管内にゴミ・異物が残っていますと、製品の性能低下を
起こす原因となります。

■�配管や継手をねじ込む時に異物が混入しない様に
してください。
配管や継手類をねじ込む場合に、配管ねじの切粉やシール材の
混入がないように注意してください。配管内にゴミ・異物が
残っていますと、製品の性能低下を起こす原因となります。

■�ドレンコックを下向きに垂直に取付けてください。

■�配管ねじ込みトルク
〈コンビネーション、モジュールタイプ〉
配管される時は、ボディ及び配管部に過度のトル
クをかけないでください。

〈インラインタイプ〉

■�ドレン配管
● プラスチックボウルの場合、ドレン配管はタケノコニップルに

なっており、直接取付できますが、チューブ差込み時、ドレン
コックが締まっていることを確認してから行ってください。
ボウルに横荷重をかけるような配管は避けてください。
ドレン排出口に接続したチューブは、横荷重がかかる状
態で固定しないでください。横荷重が加わる状態でドレ
ン排出を行うと、外部漏れを起こす場合があります。

■�ドレンコックの締付トルク
● プラスチックボウルのドレンコックの最大締付トルクは、

0.5N･mです。

■�製品に無理な力が加わらないように配管してくださ
い。
配管及び取り付け時に引っ張り、圧縮、曲げ、チューブによ
る外力等の力が製品に加わらないようにしてください。

■�配管接続が完了して圧縮空気を供給する場合、急激
に高い圧力がかからないように供給してください。
配管接続が外れ,配管チューブが飛び跳ねる恐れがあります。

■�適正な配管チューブを使用してください。

■�配管チューブはワンタッチ継手に確実に差し込んで
からご使用ください。

■�配管時には接続部の二面幅を使用してください。
〈インラインタイプ〉
Rcねじ配管の場合は接続部の二面幅をスパナがけに使用し
て配管してください。それ以外の部分での固定は避けてく
ださい。

注意

締付けトルク  N･m
30

接続ねじ 締付けトルク   N･m
Rc1/4 6〜8
Rc3/8 13〜15

■�発生したオゾンがフィルタを通過しないようにして
ください。フィルタのエレメントが劣化する場合が
あります。特にオゾンを�発生する機器（イオナイ
ザーなど）と組み合わせて使う場合。
① フィルタの上流に設置しないでください。
② 下流に設置する場合も除電したままエアを止め、発生し

たオゾンが逆流しないように注意してください。

警告

抗菌・除菌フィルタ
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抗菌・除菌フィルタ

■�プラスチックボウル、透明ハウジングのクラック、
傷、その他の劣化を検出するために半年に1回以上
の定期点検を行ってください。
クラック、傷その他の劣化が認められた場合は、
破壊の原因になりますので新しいボウル、又は製
品交換してください。

■�プラスチックボウルの汚れを定期的に確認してください。
● 汚れが認められた場合や、透明度がおちた場合には、新

品に交換してください。
● 洗浄する場合は、破壊の原因になりますので、稀釈した

家庭用中性洗剤にて洗浄し、その後汚れと洗剤を清水に
て洗浄してください。

■�ボウル取りはずし
ボウルを取りはずすときは、圧縮空気を止めてボ
ウル内の圧力を完全に排出して、残圧がないこと
を確認してから行ってください。

■�エアフィルタのドレン抜きをしてください。
二次側にドレンが流入すると機器の作動不良の原
因になります。

■�使用・メンテナンス時は製品付属の取扱注意書をよく
読んで内容を理解した上で作業を行ってください。
新しいエレメントを取りつけるときは、手を洗浄し
てから行ってください。

■�フィルタエレメントに汚れや油が付着した場合は、
抗菌・除菌力が低下します。
　定期的な点検と交換をおこなってください。
　メンテナンス詳細については、当社までお問い合
わせください。

■�メンテナンス時期を明確にするため、製品添付のメン
テナンスシールを製品に貼ってご使用ください。

■�製品の分解や改造はおこなわないでください。

使用・メンテナンス時
警告

注意

● コックをO側に回すとドレンが排出され、
S方向に回すとドレンの排出が止まります。
人の手でS方向へ締付ける程度としてく
ださい。

■�エレメントは洗浄による再生はできません。1年
（6000時間）又は圧力降下が0.1MPaに達した
時、エレメントを新品と交換してください。

■�保管
長期間、高温、多湿の雰囲気および仕様範囲外の雰囲気で保
管しないでください。樹脂、ゴム部品の劣化、樹脂エレメン
トのハウジング白濁化の原因になります。仕様範囲外で保管
する場合は、当社にご連絡ください。

■�使用時、製品に振動、衝撃、チューブの振れ等によ
る外力が加わらないように使用してください。

（押さえて
���まわす。）

下記の化学薬品の雰囲気がある場所でのご使用時にはご相談ください。
なお検査液、シール剤、接着剤にも下記化学成分を含んだものがあるため選定時確認願います。プラスチックボウル、透明ハウジングの耐薬品性

化学薬品の種類 化学薬品の分類 化学薬品の主な製品 一般的な使用例 ナイロン

無機薬品

酸 次亜塩素酸ナトリウム・塩酸・硫酸・フッ酸・リン酸・クロム酸等 殺菌・金属の酸洗い液・酸性脱脂液皮膜処理液等 ×

アルカリ 力性ソーダ・力性カリ・消石灰・アンモニア水・
炭酸ソーダ等アルカリ物質

金属のアルカリ性脱脂液
水溶性切削油剤・漏れ検知剤 ○

無機塩 硫化ソーダ・硝酸ソーダ・重クロム酸カリ・硫酸ソーダ等 ○

有機薬品

芳香族
炭化水素 ベンゼン・トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン等 塗料のシンナーに含有（ベンゼン・トルエン・キシレン） ×

塩素化脂肪族
炭化水素

塩化メチル・塩化エチレン・塩化メチレン・塩化アセチレン・
クロロホルム・トリクレン・バークレン・四塩化炭素

金属の有機溶剤系の洗浄液（トリクレン・バークレン・四塩化
炭素等） ○

塩素化芳香族
炭化水素 クロルベンゼン・ジクロルベンゼン・六塩化ベンゼン（B・H・C）等 農薬 ○

石油成分 ソルベントナフサ・ガソリン・灯油 ○

アルコール メチルアルコール・エチルアルコール・シクロヘキサノール・
ベンジルアルコール

凍結防止剤として使用
漏れ検知剤 ×

フェノール 石炭酸・クレゾール・ナフトール等 消毒液 ×
エーテル メチルエーテル・メチルエチルエーテル・エチルエーテル ブレーキ油の添加剤 ○
ケトン アセトン・メチルエチルケトン・シクロヘキサノン・アセトフェイン等 ×

カルボン酸 ギ酸・酢酸・ブチル酸・アクリル酸・シュウ酸・フタル酸等 染色剤・シュウ酸はアルミの処理剤フタル酸は塗料の基材とし
て使用　漏れ検知剤として使用 ×

エステル フタル酸ジメチル（DMP）・フタル酸ジエチル（DEP）・フタ
ルジブチル（DBP）・フタル酸ジオクチル（DOP） 潤滑油・合成油・防錆油の添付剤合成樹脂の可塑剤として利用 ○

オキシ酸 グリコール酸・乳酸・リンゴ酸・クエン酸・酒石酸 ×
ニトロ
化合物 ニトロメタン・ニトロエタン・ニトロエチレン・ニトロベンゼン等 ○

アミン メチルアミン・ジメチルアミン・エチルアミン・アニリン・
アセトアニリド等 ブレーキ油の添加剤 ×

ニトリル アセトニトリル・アクリロニトリル・ベンゾニトリル・アセ
トイソニトリル等 ニトリルゴムの原料 ○

● プラスチックの耐薬品性については、下表に示します。
● この様な、化学薬品が圧縮空気中に含まれたり、雰囲気中又は付着するところでのご使用は避けてください。
● このまま使用されますとボウルが破損し事故の原因となる場合があります。

警告
プラスチックの耐薬品性について
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TEL（0258）33-5446　FAX（0258）33-5381
●松本営業所
〒390-0852 長野県松本市大字島立399-1（滴水ビル4階） 
TEL（0263）40-0733　FAX（0263）40-0744
●富山営業所
〒939-8071 富山県富山市上袋100-35
TEL（076）421-7828　FAX（076）421-8402
●金沢営業所
〒920-0025 石川県金沢市駅西本町3-16-8
TEL（076）262-8491　FAX（076）262-8493

●名古屋営業所
〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄一丁目12番17号
TEL（052）223-1121　FAX（ 052）223-1127
●小牧営業所
〒485-8551 愛知県小牧市応時2-250
TEL（0568）73-9023　FAX（0568）75-1692
●豊田営業所
〒473-0912 愛知県豊田市広田町広田103
TEL（0565）54-4771　FAX（0565）54-4755
●三河営業所
〒473-0912 愛知県豊田市広田町広田103
TEL（0565）54-4771　FAX（0565）54-4755
●静岡営業所
〒422-8035 静岡県静岡市駿河区宮竹1-3-5
TEL（054）237-4424　FAX（054）237-1945
●浜松営業所
〒435-0016 浜松市東区和田町438
TEL（053）463-3021　FAX（053）463-4910
●四日市営業所
〒512-1303 三重県四日市市小牧町字高山2800
TEL（059）339-2140　FAX（059）339-2144
●名古屋支店
〒485-8551 愛知県小牧市応時2-250
TEL（0568）74-1356　FAX（0568）75-1692

●大阪営業所
〒550-0001 大阪市西区土佐堀1-3-20
TEL（06）6459-5775　FAX（06）6446-1955
●大阪東営業所
〒570-0083 大阪府守口市京阪本通1-2-3（損保ジャパン日本興亜守口ビル6階）
TEL（06）4250-6333　FAX（06）6991-7477
●滋賀営業所
〒524-0033 滋賀県守山市浮気町字中ノ町300-21（第2小島ビル4階）
TEL（077）514-2650　FAX（077）583-4198
●京都営業所
〒612-8414 京都市伏見区竹田段川原町241
TEL（075）645-1130　FAX（075）645-4747

●奈良営業所
〒639-1123 奈良県大和郡山市筒井町460-15（オッシェム･ロジナ1階）
TEL（0743）57-6831　FAX（0743）57-6821
●神戸営業所
〒673-0016 兵庫県明石市松の内2-6-8（西明石スポットビル3階）
TEL（078）923-2121　FAX（078）923-0212
●大阪支店
〒550-0001 大阪市西区土佐堀1-3-20
TEL（06）6459-5770　FAX（06）6446-1945

●広島営業所
〒730-0029 広島市中区三川町2番6号（くれしん広島ビル3階）
TEL（082）545-5125　FAX（082）244-2010
●岡山営業所
〒700-0904 岡山県岡山市北区柳町2丁目6番25号（朝日生命岡山柳町ビル10階）
TEL（086）224-7220　FAX（086）224-7221
●山口営業所
〒747-0801 山口県防府市駅南町6-25
TEL（0835）38-3556　FAX（0835）22-6371

●高松営業所
〒761-8071 香川県高松市伏石町2158-10
TEL（087）869-2311　FAX（087）869-2318
●松山営業所
〒790-0053 愛媛県松山市竹原2-1-33（サンライト竹原1階）
TEL（089）931-6135　FAX（089）931-6139

●福岡営業所
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東1-10-27（アスティア博多ビル5階）
TEL（092）473-7136　FAX（092）473-5540
●北九州営業所
〒802-0081 福岡県北九州市小倉北区紺屋町12-4（三井生命北九州小倉ビル8階）
TEL（093）513-2331　FAX（093）513-2332
●熊本営業所
〒869-1103 熊本県菊池郡菊陽町久保田2799-13
TEL（096）340-2580　FAX（096）340-2584

●本社・工場
〒485-8551 愛知県小牧市応時2-250
TEL（0568）77-1111　FAX（0568）77-1123
●営業本部
〒485-8551 愛知県小牧市応時2-250
TEL（0568）74-1303　FAX（0568）77-3410
●海外営業統括部
〒485-8551 愛知県小牧市応時2-250
TEL（0568）74-1338　FAX（0568）77-3461

東　　　　北

北　関　東

本 　 社

南　関　東

北 陸 ・ 信 越

東 　 海

関 　 西

中 　 国

四 　 国

九 　 州

お客様技術相談窓口
フリーアクセス   　0120-771060
受付時間 9:00～12:00/13:00～17:00

（土日、休日除く）
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